
シ ン ガ ポ ー ル に お け る パ イ ナ ッ プ ル 産 業 の 先 駆 者 、 リ ム ・ ニ
ー ス ン
安里陽子（岐阜工業高等専門学校准教授）

　パイナップルは、シンガポールやマレーシアではパ
イナップルタルトなどの菓子でも親しまれている果物
の１つだ。19世紀後半から20世紀初めのシンガポー
ルやマレーシアの前身のマラヤではゴムの生産が盛ん
だったことは知られているが、パイナップル（以下、
パインと表記）の栽培も行われており、ハワイに先駆
けてパイン缶詰の製造も始まっていた。パイン缶詰の
製造は、1920年代にはハワイに追い抜かれることにな
るものの、1910年代ごろまではシンガポールが世界一
の缶詰輸出量を誇っていたほどであった。
　シンガポールでパイン缶詰の製造に初めて成功した
のはフランス人で、1875年ごろのことであった。その
後、イギリス人や日本人もパイン産業に参入したもの
のうまくいかず、やがてパイン産業は華人がほぼ掌握
することとなった。シンガポールの華人はゴムのプラ
ンテーションで間作としてパインを栽培し、工場を建
設して缶詰製造を行っていた。成長の遅いゴムよりも
先に収穫できるパインで収益を確保する算段であった
ようだ。シンガポールでパイン産業に関わった華人に
は「ゴム王」とも称されたタン・カーキー（Tan Kah
Kee／陳嘉庚、1874～1961年）や、リム・ニースン（Lim
Nee Soon／林義順、1879～1936年）らがいる。
　2016～19年にかけて、シンガポールの孫文南洋記念
館（Sun Yat Sen Nanyang Memorial Hall）とリバー・
バレー高校の生徒らが合同で企画した巡回展「農村集
落の先駆的な開拓：リム・ニースンの遺産（Pioneering
Rural Settlements: The Legacy of Lim Nee Soon）」
が開催された。ゴムの木の幹やパインの葉、果実など
が目を引く展示スペースでは、シンガポール社会の発
展に貢献したリムの人生とその活動の歴史が写真とと

もにパネルで紹介されていた。
　リムは、現在の広東省汕頭市出身の父とシンガポー
ルの名門プラナカン家系出身の母のもとシンガポール
で生まれたが、幼少時に両親を亡くし母方の祖父母に
育てられた。実業家であった祖父や叔父らの姿を見て
成長したリムは、イーシュン（Yishun）やスンバワン
（Sembawang）などシンガポール島北部を開発してゴム
やパイン産業で成功し、パイン王と称された。
　イーシュンは元々ニースンという地名であり、リム
の名前がその由来となっていた。ニースンは潮州語の
発音で、1980年代に華語の発音であるイーシュンに変
更された。リムは築いた財産で学校や病院を設立する
など慈善家としての面も持ち、さらには孫文の支援を
熱心に行うなど、政治的な活動でも広く知られた人物
であった。
　上述の巡回展が開催されたのはシンガポールが独立
50年の節目を迎えた時期であった。また、植民地期の
歴史も含めシンガポールの発展に貢献したプラナカン
をたたえる『偉大なるプラナカンたち：50の特筆すべ
き人生（Great Peranakans: 50 Remarkable Lives）』
という書籍も2015年に発刊されており、そこでもリム
はピックアップされている。ＭＲＴイーシュン駅周辺
にある公園には、リムの銅像と地域の歴史を紹介する
パネルが設置されている。
　24年３月訪問時、直射日光や風雨にさらされたパネ
ルは文字が消えてしまっている箇所もあったが、シン
ガポール島北部の歴史はここでも、植民地期にゴムや
パインのプランテーションを展開し地域を開拓したリ
ムらパイオニアの歴史とともに語られている。
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